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  環境トピックス 2025年 4 月号 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後の環境ビジ

ネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 

 

＝今月の目次＝ 

 

1. 政府・行政・法令分野 

 

(1) 2023 年度の我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量について…環境省 3 

(2) 
「農林水産分野 GHG 排出削減技術海外展開パッケージ 基本的考え方」の公表について 

…農林水産省 
3 

(3) 日本企業の 22 年度 GHG 排出量ランキング、日本製鉄がトップに…経済産業省・環境省 4 

(4) 
令和 5 年度（2023 年度）エネルギー需給実績を取りまとめました（確報） 

…資源エネルギー庁 
4 

(5) CSRD と CSDDD に時間的猶予：企業には対応強化促す…EU 5 

(6) 

サステナビリティ（気候・自然関連）情報開示を活用した経営戦略立案のススメ 

～TCFD シナリオ分析と自然関連のリスク・機会を経営に織り込むための分析実践ガイド

Ver2.0～ の公表について…環境省 

6 

(7) 地域生物多様性増進法の施行及び同法に基づく申請の受付開始について…環境省 7 

(8) 生物多様性見える化システムの試行運用開始について…環境省 7 

(9) 棚田の魅力が 1 枚に！棚田カード第 5 弾 発行～棚田めぐりしませんか？～…農林水産省 8 

(10) 
森林づくり活動を通じて 2050 年ネット・ゼロの実現、生物多様性保全に貢献する企業等の取

組を大募集！…林野庁 
9 

(11) デコ活アクション：クールビズで、「働き方」を快適に！（令和７年度）…環境省 9 

(12) 
県内企業の CO2 排出量の見える化を促進するための連携協定を締結しました！ 

～都道府県レベルでは、全国初の取組～…神奈川県 
10 

(13) 
「省ＣＯ２先導プロジェクト 2025」の提案募集を開始します！ 

～令和７年度サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）の提案募集～…国土交通省 
10 

(14) 教育現場における気候変動の課題についてディスカッションを実施…気象庁 11 

(15) 国際生物多様性の日（５月 22 日）について…環境省 11 

 

おまけ 環境省・日本財団 海洋ごみ対策共同事業 全国一斉清掃キャンペーン「海ごみゼロウィーク 2025」の開催について 12 

おまけ サザエさん一家の“もりのわ”話吹き出しコンテストを開催します…林野庁 12 
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2. 環境ビジネス分野

(1) 
世界初、大気から回収した CO2 を都市ガスに変換・利用する設備に直接供給 

―CO2 の回収・固定・利用を通してカーボンニュートラルに貢献―…NEDO 
13 

(2) 日本初の欧州プラフリー認証取得、ラップやプラ包装不使用で 13 

(3) スイスで世界初、太陽光発電を敷いた線路の上を列車が走る 13 

(4) 欧州で相次ぎ石炭廃止へ、英国に続きフィンランドなど 14 

(5) 日本からは花王など、CDP が認める「環境リーダー」に 15 

(6) 北極の海氷面積、観測史上最小を記録 「周辺の気温が高かったため」 16 

(7) 2024 年度の戸建住宅 ZEH 比率は過去最高の 96%、５年連続で 90%超を達成 16 

(8) ChopValue Japan と使用済み割り箸をリサイクルしたオフィス家具の共同開発を開始サーキ

ュラーエコノミーの実現に向けた新たな取り組み
16 

(9) “フルーツでスマイルを。”の Dole 規格外のバナナから、炭が誕生！『バナナ炭』発売開始 17

(10) 「４℃の気温上昇で世界全体の GDP40%減の可能性」と豪大学 19 

(11) 「大阪万博で生物多様性が損失」と環境 NGO、埋立地は拡大 19 

(12) 太陽光発電や蓄電池の交流直流の変換ロスを低減

日本初※1、主電源に直流を使用する※2業務用空調機を実用化
20 

(13) 愛知県初の木造公立新校舎、地元産材 8 割以上活用 住友林業の木造混構造で 21 

(14) CE 意識は二極化、業界横断的取り組みが不十分（民間調査より） 22 

(15) 10 代は脱炭素行動にネガティブ？無力感目立つ（民間調査より） 22 

次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です。（全23ページ）

詳細はこちらをクリック

https://www.ebagency.jp/service/advisory/



